感染症法改正に伴う病原体等の取り扱いに関するアンケート

以下の項目のうち、（　）については適当なものに○を、［　　]については適当な記述をお願いします。［　　]のスペースは適当に広げてお書きください。

　なお、感染症法関連に限定せず、バイオセーフティ全般に関する質問も設けておりますので、ご了承ください。

Ⅰ．貴施設についてお尋ねします

１．貴施設の所属部局（学部、研究所等）をお書きください

［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　] 

２．貴施設の内容についてお答えください。

a. 病原微生物学を主体とする教育研究　（　　）

b. 病原微生物学を一部含む教育研究　（　　）

c. 病原微生物学を主体とする研究　（　　）

d. その他　　（　　）出来れば具体的に［　　　　　　　　　　　　　]

Ⅱ．貴施設で保有しておられる病原体等をお書きください。

１． 感染症法で規定されている病原体等

（http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou17/pdf/03-04.pdf参照）
二種病原体等
　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
三種病原体等
　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
四種病原体等
　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
２．感染症法で規定されている病原体等以外（多数の場合は代表的なもののみで結構です）

（ＢＳＬは、http://wwwsoc.nii.ac.jp/jsb/h19update/JBS-BS-Manu.pdf　p.105参照）
ＢＳＬ３
　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
ＢＳＬ２
　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
Ⅲ．病原体等の取扱施設についてお尋ねします。

１．貴施設が、感染症法の病原体等取扱施設基準に適合して取り扱っている病原体等の種別をお書きください。なお、二種はB,C、三種はD,E、四種はE,Fに分かれていますので、その区別もお書きください。

（http://wwwsoc.nii.ac.jp/jsb/h19update/JBS-BS-Manu.pdf　p.123, 124参照）

[　　　　　　　　]

２．感染症法には適合していないため現在は対象病原体等を扱っていないが、BSL３またはBSL２の病原体取扱に適合している施設を保有しておられる場合は、そのレベルをお書きください。

[　　　　　　　　]

３．感染症法に適合する施設に整備する予定がある場合には、その計画をお書きください。

[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

４．二種病原体等Ｃ（ボツリヌス菌）および四種病原体等（コレラ菌、赤痢菌、腸管出血性大腸菌）保有施設にお尋ねします。
感染症法では、これらの病原体等の使用設備として安全キャビネットの設置が規定されていませんが、これらはＢＳＬ２の細菌であるので、バイオセーフティ指針等ではエアロゾルが発生する実験は安全キャビネットで実施することになっています。

これらの病原体等の保有されている場合は、次に項目についてお答えください。
上記の病原体等を保有しており、安全キャビネットを
a. 設置している　（　）
b. 設置していない（　）
Ⅳ．病原体等の保管等の技術基準についてお尋ねします。

１．貴施設が、感染症法の病原体等保管等の技術基準に適合して保管している病原体等の種別をお書きください。なお、二種はB,C、三種はD,E、四種はE,Fに分かれていますので、その区別もお書きください。

（http://wwwsoc.nii.ac.jp/jsb/h19update/JBS-BS-Manu.pdf　p.125, 126参照）

[　　　　　　　　]

２．感染症法には適合していないため現在は対象病原体等を保管していないが、BSL３またはBSL２の病原体の保管には適合している場合は、そのレベルをお書きください。

[　　　　　　　　]

３．感染症法に適合する保管等の技術基準を整備する予定がある場合には、その計画をお書きください。

[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

Ⅴ．病原体等取扱施設の点検についてお尋ねします。

病原体等取扱施設の点検は、一種～三種は年1回以上、四種病原体等は定期的に実施することになっています。対象病原体等取扱施設は、点検の実施計画についてお答えください。
a. すでに実施計画の具体案を作成した　　　　　（　）
　　よろしければ具体案の概略をお書きください。[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
b. 具体案を作成中である　　　　　　　　　　　（　）
c. 具体案作成の予定がたっていない　　　　　　（　）
Ⅵ．貴施設が所属する機関・部局における病原体等の安全管理体制についてお尋ねします。

１．貴施設が所属する機関等に微生物安全管理に関する委員会が設置されていますか？

A. 設置されている　　　　　　（　）

その場合の設置単位は？（複数回答可）

a. 機関の委員会　　　　　　（　）

b. 部局の委員会　　　　　　（　）

c. その他　　[　　　　　　　　　　　　]

B. 設置されていない　　　　　　（　）

(2) 貴施設が所属する機関等で微生物安全管理に関する規程等を制定しておられますか？

A.制定している

①その場合の制定単位は？（複数回答可）

a. 機関の規程等　　　　　　（　）

b. 部局の規程等　　　　　　（　）

c. その他　　[　　　　　　　　　　　　]

B. 制定していない　　　　　　（　）

Ⅶ．病原体等を扱う実習について、お尋ねいたします。
１．感染症法で規定する病原体等を扱う実習を行なっていますか？
a. 行っている　　　　　　（　）
　　　その場合の病原体等の種類は？
　　　　[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
b. 現在は行っていないが将来行う予定である　（　）
　　その場合の病原体等の種類は？
　　　　[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
c. 行う予定はない　（　）
２．感染症法で規定する病原体等以外のＢＳＬ２、またはＢＳＬ３の病原体を扱う実習を行っていますか？
a. 行っている　　　　　　（　）
　　　その場合の病原体等の種類は？
　　　　[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
b. 現在は行っていないが将来行う予定である　（　）
　　その場合の病原体等の種類は？
　　　[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
c. 行う予定はない
３．上記の病原体等を扱う実習行っておられる場合の、実習室の規模、学生の人数、指導者の人数、安全キャビネット等の設備などについて以下にお書きください。
　　　　[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
Ⅷ．病原体等の運搬・輸送、分与についてお尋ねいたします。

　感染症法では、三種以上の病原体等の運搬・輸送については公安委員会に届け出て証明書の交付を受ける必要があります。すでにこれに基づいて運搬・輸送、分与などを実施された経験があれば、実施に当って問題になったことなどの経験をお聞かせください。

　また、計画中の施設で、問題になっていること、アドバイスなどがあればお聞かせください。

　さらに、感染症法に対処するため、運搬する病原体等を厳選する、ある程度まとめて運搬するなどの運搬方法の効率化を図っている事例がありましたら、お聞かせください。

　　　[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
Ⅸ．感染症法に関する諸問題について

今回の感染症法の改定に伴う対処等で苦労して状況、問い合わせてみたいことなどありましたら、自由にお書きください。質問事項などは、場合によっては学会の場で施設名等を伏せて取り上げてみても良いかと思います。

　　　　[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
可能ならば、貴施設の名称、記入者のお名前をお書きください。

無記名でも結構です。

以上、ご協力ありがとうございました。
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